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大 野 純 一 名 誉 教 授 略 歴
明治31年
8月5日
明治37年
4月1日
明治43年
3月31日
4月1日
明治44年
3月31日
4月1日
大正5年
3月31日
4月1日
大正8年
3月31日
4月1日
大正11年
3月31日
4月21日
11月29日
12月1日
大正12年
11月30日
12月1日
ユ2月6日
大正13年
3月31日
11月10日
大正15年
4月1日
昭 和2年
2月15日
(1898年)
北海道空知郡滝川村に生まれた。
(1904年)6歳
滝川尋常高等小学校尋常科に入学した。
(1910年)12歳
滝川尋常高等小学校尋常科を卒業した。
石川県江沼郡瀬越村塩谷尋常高等小学校高等科に入学した。
(1911年)13歳
塩谷尋常高等小学校高等科を卒業した。
石川県小松中学校に入学した。
(1916年)18歳
小松中学校を卒業した。
小樽高等商業学校に入学した。
(1919年)21歳
小樽高等商業学校を卒業した。
東京高等商業学校専攻部に入学した。
(1922年)24歳
東京高等商業学校専攻部を卒業した。
小樽高等商業学校講師を嘱託 され,経 済学および商業学を担当した。
小樽高等商業学校助教授に任ぜ られた。
現役兵として入隊のため,休職を命ぜ られた。
(1923年)25歳
満期除隊により予備役に編入された。
陸軍見習士官として応召した。
復職を命ぜ られた。
(1924年)26歳
召集を解除された。
小樽高等商業学校教授に任ぜ られた。
(1926年)28歳
陸軍歩兵少尉に任ぜ られた。
(1927年)29歳
商業学および経済学研究のため,ド イツ在留を命ぜ られた。
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3月31日 留学の ため出発 した。
5月30日 在留国 として イタ リア お よび アメ リカを追加 され た。
昭 和5年(1930年)
6月28日 在留満 期後昭和6年1月1日 まで私費 滞在 を許可 され た。
昭 和6年(1931年)
1月10日 留 学 を終 えて,帰 国 した。
昭 和1!年(1936年)
6月 ユ3日 勲6等 に叙 せ られ,瑞 宝 章 を授 け られ た。
昭 和13年(1938年)
8月28日 臨 時召集 に よ り入隊 した。
昭 和15年(1940年)
3月9日 陸軍 歩兵 中尉 に任ぜ られ た。
フ月31日 召集 を解 除 され た。
8月16日 勲5等 に叙 せ られ,瑞 宝 章 を授 け られ た。
昭 和16年(1941年)
6月19日 満州 国お よび中華民 国へ出張 を命 じ られ た。
10月ll日 兼 ね て小樽高 等商業 学校 生徒主 事 に任ぜ られた。
昭 和18年(1943年)
12月7日 臨時 召集 に よ り入隊 した。
昭 和19年(1944年)
4月1日
10月2日
昭和20年
8月20日
9月12日
12月12日
昭 和21年
5月31日
昭 和23年
12月22日
昭 和24年
5月31日
32歳
33歳
38歳
40歳
42歳
43歳
45歳
46歳
昭和19年勅令第165号により小樽高等商業学校が小樽経済専門学校
と改称されたことに伴い,小樽経済専門学校教授に任ぜられた。
従4位 に叙せ られた。
(1945年)47歳
陸軍大尉に任ぜ られた。
召集を解除された。
兼ねて小樽経済専門学校主事に任ぜ られた。
(1946年)48歳
小樽経済専門学校長に補せ られた。
(1948年)50歳
日本学術会議会員に当選した。
(1949年)51歳
昭和24年法律第150号により小樽経済専門学校が 小樽商科大学に包括
されたことに伴い,小樽商科大学長に補せ られた。
昭 和27年
4月1日
昭 和28年
2月20日
7月29日
'昭和29年
7月1日
昭 和31年
3月31日
昭 和32年
7月29日
.昭和37年
4月1日
(1952年)
小樽商科大学短期大学部学長を兼職 した。
(1953年)
北海道科学技術審議会委員を委嘱された。
小樽商科大学長に再選された。
(1954年)
北海道開発審議会特別委員に任命された。
(1956年)
北海道総合開発委員会委員を委嘱された。
(1957年)
小樽商科大学長の任期を満了した。
(1962年)
停年により小樽商科大学を退職 した。
小樽商科大学名誉教授の称号を授与された。
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54歳
55歳
56歳
58歳
59歳
64歳
(昭和37年6月18日現在)
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大野純一名誉教授 著作 目録
大正8年(1919年)
1月 「社会政 策 と国際 商業政策」(写 本)小 樽 高等商業 学校卒業論 文.
大正11年(1922年)
1月 「個別 的因果律 にっい て」(写 本)東 京高等商 業学校 専攻部 卒業論 文.
大正14年(1925年)
7月 「ベンデ ィクセ ンの貨 幣価 値説 に就 い て」 小樽高商 新 聞 「緑 丘』第2号.
大正15年(1926年)
7月 「貨幣 の価値 と数 量説」 小 樽高 商 「商学討 究』第1巻 上冊
11月 「漁業 資金 の話」 『緑 丘』第12号.
12月 「ヘル フ ェ リッヒの貨 幣価値論」 『商学討究 」第1巻 下冊.
昭和6年(1931年)
So名ialOkomomiScheTheordedesGeldes,A.DeichertscheVerlagsbuch-
handlung,Leipzig1931.
6月rSinger教授 の 『表 号 としての貨 幣』(書 評)」 『商 学討 究」第6巻 上冊.
10月 「貨幣品質 学説の論拠 とそめ批 評」 『商学討 究』第6巻 中冊.
10月 「英 国金 本位制度 の停止 に就 て」 『緑丘」第57号.
昭和7'年(1932年)
1月"Miyashita,Koichi:BeitragezurjapanischenGeldgeschichte,"
UieltωirtschaftltChesArchiv,Bd.35,Heftl(Jan.1932).
2月 「高島佐一郎著 「金 融統制論 』(書 評)」 『商 学討究 』第6巻 下冊.
6月 「H・ ブロ ック 『マル クスの貨幣 理論」(書 評)」 『商学討 究」第7巻 上冊 一t
昭和8年(1933年)
1月 『ヘ ルベル ト・ブ ロ ック著 マル クス貨幣 理論批 判」(邦 訳)(宝 文館).
2月 「高島教授著 「金 本位 の後 に来 る もの」(書 評)」 「商 学討究 』第7巻 下冊+-
6月 「外 国為替管 理 の綜観 」 『商学討 究』第8巻 上冊.
昭 和9年(1934年)
1月 「将来 の通 貨制度」 『通貨制度 研究 会報告 』第 一集(東 洋経済新報 社).
2月 「古代希 騰 に於 け る貨 幣思想」 『商学討 究」第8巻 下 冊.
12月 「景気管 見」 『緑丘 」第84号.
12月 「マルサ ス対 リカ ァドォの価値論 争」 『商 学討究:百 年忌 記念 マルサス研究 」
第9巻 中 ・下合冊 特集号.
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㌦昭 和10年(1935年)
2月 「通貨統制 の 目標 に就 て」 日本経営 学会 関東部 会小樽 大会編 『産業統 制研究 』
所収(同 文館).
5月 服部 ・斎藤共 同執筆 『新 興北千 島漁業 の経済調査 』 小 樽高商北 海道経済研究所
(杉山書店).
6月 一「金本位 ブ ロ ックの崩壊 と世界 幣制 の将 来」(上)『 緑丘 』第88号.
7月 「金本位 ブ ロ ックの崩壊 と世界 幣制 の将 来」(下)『 緑丘 』第89号.
ユO月 「通貨統制 の 目標 としての貨 幣所 得 の安定 一 ダー ビン説 の批判一」 「商学討究 』
第lo巻中冊.
紹 和11年(1936年)
2月 「剣 橋数量 方程式 に就 て」 『商 学討究』第10巻下冊.
12月 「動態 的貨 幣数 量説」 『商 学討究 』第11巻合冊 特集号.
tl昭和12年(1937年)
6月 「準戦 時財政 と景気 問題」 「商 学討究』第12巻上冊.
6月 「あの頃 の話一 『緑丘 」第1号 の思 い出一」 『緑 丘』第100号.
12月 「悪 性 イン フレは不可避か」 『緑 丘 』第104号.
1昭和13年(1938年)
6月 「カ ッセ ル金数 量説 の理論的批 判」 「商学討 究』第13巻上冊 、 ・
.昭和17年(1942年)
1月 「大東亜戦 争 と日本財政j「 緑 丘』第155号.
8月 「シ ュムAO-..ターの 『貨 幣理論 の基礎方程式」に就 て」 『商 学討 究』第17巻上冊.
r昭和19年(1944年)
3月 「戦 争経済 と経済循 環」 『商学討究 』第18巻特 集手塚寿郎 教授追悼 記念 号 。
昭 和21年(1946年)
6月 「学生 諸君 に望 む」 『緑丘 』第199号.
,昭和22年 く1947年)
7月 「貿 易再開 に際 して」 『北海 道貿易 』(7月10日 号).
}昭和26年(1951年)
4月 「永遠 の生 命を有 す る小樽高 商」 小樽商大 『緑丘新 聞」第217～8号.
1昭和30年(1955年)
ユO月 「大学祭 に望 む」 「緑丘 新 聞』第272～3号.
k昭和31年(i956年)
7月 「創立45周年 を迎 えて」 『緑 丘新 聞』第278号.
昭 和34年(1959年)
6月 「想い出 と感 謝」 『東京緑 丘』第1号.
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昭和36年(1961年)
8月 「貨幣数量説 と流通速度の概念にっいて」 『商学討究』復刊第12巻1・2号
小樽商科大学創立50周年記念論文集所収.
(昭和37年6月現在 喜多了祐記〉
'
